
 
資料３－１ 保育・授業参観事前学習シート 

「主体的・対話的で深い学び」の実現にむけて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【幼児期では遊びを通した総合的な指導】 

 「やってみたい！！」があふれる多様な体験を通して、子どもが自ら興味をもって遊びに向かい、

「これはどうなっているのだろう！？」「こうするにはどうしたらいいかな！？」と探究心をもち、

工夫を凝らし、試行錯誤を重ね、没頭しながら遊びを深めていくことで学びの芽を伸ばしていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（参考）文部科学省「幼稚園教育要領」（平成 29 年 3 月告示）より 

数量や図形、 

標識や文字など

への関心・感覚 

思考力の 

芽生え

自然との関わり・

生命尊重 

言葉による 

伝えあい 

【小学校では各教科等の目標・内容に沿って選択された教材による授業】 

児童が学ぶことへの自覚があり、各教科等の学習内容について授業を通して学んでいく。 

また、個別の学習活動だけでなく、協働的な学習活動ができるようになる。 

幼児教育における遊びの中での直接的・

具体的な体験を通した学びは、客観的・抽

象的な認識や思考が発達していく小学校

生活や学習の基盤となっていく。 

接続のポイント 

互いの特徴を理解して 

つないでいくこと 

健康な 

心と体
自立心 協同性 

道徳性・ 

規範意識の 

芽生え 

社会生活 

との関わり 

豊かな感性と

表現 
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【子どもの心を動かすしかけづくり・自発性を引き出し、学びの芽が育まれる環境構成】 
□□子どもの「やってみたい！」が育まれる環境   □子どもが材料・素材・用具を使いやすい環境 

□子どもの興味や関心に寄り添った環境  

（教師→子どもやってみたくなる言葉がけ・発見を受け止める・共感する・気づきを促す言葉がけ） 

 □失敗や試行錯誤ができる環境 

□五感を通して豊かな感性が育まれる環境     □科学的な思考の芽生えが育まれる環境  

□文字・数量・図形の感覚が育まれる環境     □お互いの思いや感じたことを伝え合える環境 

                  （出典：市立幼稚園 相互参観アンケートより一部引用） 

  


